
１．重大ニュース

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に変更され、幅広い医療機関での通常の対応に移行。
府では引き続き、各種医療相談窓口や高齢者施設等への支援を継続

２．ダイジェスト

返礼品を市町村と連携して提供し寄附金を市町村に還元する府独自のスキームにより、寄附の募集を開始。市町村の取
組の底上げや充実を図ることで、寄附の増加につなげ、府域の均衡ある発展に資することを目指す。

府総合計画に掲げた「社会で子どもを育てる京都」の実現に向け、「子育て環境日本一」の取組を進化させるため、令
和元年に策定した戦略を改定し、新条例を制定

万博を契機に経済の活性化や地域振興につなげるため、行政や経済界、関係団体の長及び有識者等による「大阪・関西
万博きょうと推進委員会」を設置。基本構想を決定し、府域での機運醸成や誘客促進事業等を検討

新しい価値を創出する産業創造リーディングゾーン「アート＆テクノロジー・ヴィレッジ京都（ATVK）」を大山崎町
にオープン。国際競争力を持つ新産業の創出や次世代を担う起業家などの人材育成を目指す。

文化庁京都移転の実現を機に、多彩な日本文化の魅力を京都から広く発信するため、府内各地で様々な文化の取組を市
町村等と連携し実施する移転記念事業を実施。その幕開けとして、記念式典や文化事業等を盛大に開催

３歳～小学校卒業までの通院に係る自己負担の上限額を大幅に引下げる（1,500円/月→１医療機関 200円/月）ととも
に、市町村と連携して子育て家庭に対する支援を実施

スタートアップ企業の海外展開を促進するため、海外企業と競い合うピッチ会や投資家等との商談を行う国内最大規模
の国際スタートアップイベントを開催。国内外から１万人が京都に集結

京都の食文化と最先端技術の融合を目指す「京都フードテックエキスポ」を初開催し、企業等による展示や国内外のゲ
ストによる講演・ディスカッションにより、国内外のフードテックの取組を発信

第二期事業の開業によって、京都駅～城陽駅間、山城多賀駅～玉水駅間が複線化され、所要時間の短縮や列車の増発な
ど利便性が向上。沿線地域の活性化、さらには京都府南部の発展に寄与することを期待

京都府道路公社が33年間にわたり建設・維持管理を担ってきた京都縦貫自動車道をNEXCO西日本に移管。休日・深夜
割引の導入や本線料金所の撤去など利便性が向上

番外編

明治以来初となる中央省庁移転が実現し、3月27日に文化庁が京都での業務を開始。5月15日には職員の大半が移転し
本格稼働した。

ビル・ゲイツ氏が世界100か所のリトルフリーライブラリーに寄贈した「人生で読んだ最高の本」5冊を、府立植物園
の「きのこ文庫」で発見

文化庁が京都での業務を開始

府立植物園「きのこ文庫」でビル・ゲイツ氏からのメッセージカード付き寄贈書籍を発見

文化庁京都移転記念事業Opening Celebration「きょう　ハレの日、」を開催

京都子育て支援医療助成制度を拡充

IVS2023 KYOTOを開催

京都フードテックエキスポを初開催

JR奈良線高速化・複線化第二期事業の開業

京都縦貫自動車道をNEXCO西日本に移管

アート＆テクノロジー・ヴィレッジ京都（ATVK）を開設

2023年　この1年を振り返って

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に変更

京都版市町村連携型ふるさと納税の募集開始

子育て環境日本一推進戦略を改定し、新条例を制定

万博に向けたオール京都の推進体制を構築


